
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成23年11月11日

【四半期会計期間】 第64期第２四半期（自　平成23年７月１日　至　平成23年９月30日）

【会社名】 株式会社オーテック

【英訳名】 OTEC CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　神馬　貢一郎

【本店の所在の場所】 東京都江東区東陽二丁目４番２号

【電話番号】 ０３（３６９９）０４１１

【事務連絡者氏名】 常務取締役管理統括担当　　二瓶　孝男

【最寄りの連絡場所】 東京都江東区東陽二丁目４番２号

【電話番号】 ０３（３６９９）０４１１

【事務連絡者氏名】 常務取締役管理統括担当　　二瓶　孝男

【縦覧に供する場所】 株式会社オーテック　管材事業本部大阪支店

（大阪府大阪市西区立売堀五丁目８番８号）

株式会社オーテック　システム事業本部横浜支店

（神奈川県横浜市西区高島二丁目５番12号）

株式会社オーテック　システム事業本部中部支店

（愛知県名古屋市瑞穂区神穂町２番２号）

株式会社大阪証券取引所

（大阪府大阪市中央区北浜一丁目８番16号）

　

EDINET提出書類

株式会社　オーテック(E00304)

四半期報告書

 1/21



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第２四半期連結
累計期間

第64期
第２四半期連結
累計期間

第63期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 6,805,257 7,033,083 16,891,774

経常利益又は経常損失（△）（千円） △40,875 △16,264 475,718

四半期純損失（△）又は当期純利益

（千円）
△54,868 △37,850 205,407

四半期包括利益又は包括利益（千円） △76,713 △46,695 198,994

純資産額（千円） 8,266,149 8,165,890 8,280,607

総資産額（千円） 14,510,421 14,820,162 15,369,654

１株当たり四半期純損失金額（△）又

は１株当たり当期純利益金額（円）
△9.68 △7.39 36.50

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 56.2 54.3 53.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
611,930 12,975 640,083

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
143,464 198,084 △295,322

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
23,290 37,568 △368,394

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
3,856,491 3,302,801 3,054,172

　

回次
第63期

第２四半期連結
会計期間

第64期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 3.67 3.42

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第63期第２四半期連結累計期間及び第64期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．第63期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。　

５．第63期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災の影響による落ち込みから回復傾向にあり、企業

の生産活動に持ち直しの動きがみられましたが、原発事故による電力供給の制約や欧米の財務問題による世界経済

の減速懸念など、不透明な状況で推移いたしました。

　当社グループの事業に関連する建設業界は、民間設備投資の下げ止まりや震災の復旧に向けた動きがあるものの、

公共投資は低調に推移するなど、依然として厳しい状況が続いております。

　このような経済環境下にありまして、当社グループでは、首都圏営業の強化による受注拡大と、コスト削減による

利益確保に重点を置いた活動に努めてまいりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は70億33百万円（前年同四半期比3.3％増）となりました。また、利

益面につきましては、営業損失は35百万円（前年同四半期は営業損失70百万円）、経常損失は16百万円（前年同四

半期は経常損失40百万円）、四半期純損失は37百万円（前年同四半期は四半期純損失54百万円）となりました。

　なお、当社グループの工事事業における売上高は、通常の営業形態として、上半期に比べ下半期の割合が大きく、ま

た、販売費及び一般管理費の上半期・下半期の変動は小さいことから、下半期に利益が偏重する季節的変動があり

ます。

　　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　管工機材販売事業につきましては、東日本大震災の復旧需要等により、売上高は38億38百万円（前年同四半期比

20.7％増）となり、営業損失は55百万円（前年同四半期は営業損失１億４百万円）となりました。

　工事事業につきましては、売上高は29億98百万円（前年同四半期比11.1％減）となり、営業利益は１億24百万円

（同25.3％増）となりました。

　工事事業における完成工事高は29億30百万円（前年同四半期比11.0％減）となり、新設工事が８億11百万円（同

45.5％減）、既設工事が14億５百万円（同31.3％増）、保守工事が７億13百万円（同2.8％減）となりました。また、

受注工事高は55億58百万円（同1.6％増）となり、新設工事が21億79百万円（同9.6％減）、既設工事が20億42百万

円（同20.5％増）、保守工事が13億35百万円(同2.1％減）となりました。

　環境機器販売事業につきましては、売上高は１億95百万円（前年同四半期比22.3％減）となり、営業損失は０百万

円（前年同四半期は営業利益17百万円）となりました。

　　

(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年

度と比べ２億48百万円増加し、33億２百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況と、それらの要因は次のと

おりであります。

（営業活動におけるキャッシュ・フロー）

  営業活動の結果得られた資金は12百万円（前年同四半期比97.9％減）となりました。収入の主な要因といたしま

しては、売上債権の減少額15億21百万円、未成工事受入金の増加額２億55百万円等であり、支出の主な要因といたし

ましては、たな卸資産の増加額８億60百万円、仕入債務の減少額６億43百万円及び法人税等の支払額２億17百万円

等であります。

（投資活動におけるキャッシュ・フロー）　

　投資活動の結果得られた資金は１億98百万円（前年同四半期比38.1％増）となりました。収入の主な要因といた

しましては、定期預金の払戻による収入４億30百万円、投資有価証券の売却による収入２億８百万円等であり、支出

の主な要因といたしましては、定期預金の預入による支出２億38百万円、投資有価証券の取得による支出２億10百

万円等であります。

（財務活動におけるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は37百万円（前年同四半期比61.3％増）となりました。収入の主な要因といたしま

しては、短期借入れによる収入４億75百万円であり、支出の主な要因といたしましては、短期借入金の返済による支

出３億50百万円等であります。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成23年11月11日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,700,000 5,700,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

100株

計 5,700,000 5,700,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
― 5,700 ―　 599,400 ―　 525,000
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本トラスティ・サービス信託銀行株

式会社（りそな銀行再信託分・ＪＦＥ

継手株式会社退職給付信託口）

東京都中央区晴海1－8－11 1,005 17.63

株式会社オーテック 東京都江東区東陽2－4－2 563 9.87

オーテック従業員持株会 東京都江東区東陽2－4－2 548 9.62

オーテック共栄会 東京都江東区東陽2－4－2 254 4.45

株式会社山武 東京都千代田区丸の内2－7－3 250 4.38

メロン バンク エヌエー トリーテイー

クライアント オムニバス

（常任代理人　株式会社三菱東京ＵＦＪ

銀行）　

ONE MELLON BANK CENTER,    

PITTSBURGH,PENNSYLVANIA

（東京都千代田区丸の内2－7－1）

　

250 4.38

三菱商事ユニメタルズ株式会社 東京都千代田区丸の内2－2－3 146 2.56

株式会社みずほ銀行

（常任代理人　資産管理サービス信託銀

行株式会社）

東京都千代田区内幸町1－1－5

（東京都中央区晴海1－8－12）　
135 2.36

ビービーエイチ フオー フイデリテ

イー ロープライス ストツク　フアンド

（常任代理人　株式会社三菱東京ＵＦＪ

銀行）　

40 WATER STREET, BOSTON MA 

02109 U.S.A.

（東京都千代田区丸の内2－7－1）

　

125 2.19

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2－7－1 120 2.10

計 ― 3,396 59.58

（注）１．日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（りそな銀行再信託分・ＪＦＥ継手株式会社退職給付信託

口）は、ＪＦＥ継手株式会社が所有する持株数1,046千株のうち、1,005千株をりそな銀行株式会社へ委託し

た信託財産であります。

信託契約上、議決権の行使については、ＪＦＥ継手株式会社が指図権を留保しております。

２．エフエムアール エルエルシーから、平成23年10月６日付の大量保有報告書（変更報告書）の写しの送付が

あり、平成23年９月30日現在で521千株を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第２四半

期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりませ

ん。 

なお、エフエムアール エルエルシーの大量保有報告書（変更報告書）の写しの内容は以下のとおりであり

ます。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
（千株）

株券等保有割合
（％）

エフエムアール　エルエルシー
米国 02109 マサチューセッツ州ボストン、

デヴォンシャー・ストリート82
521 9.14
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   563,100 － 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,136,700 51,367 同上

単元未満株式 普通株式　  　 200 －
１単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数 5,700,000 － －

総株主の議決権 － 51,367 －

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式21株が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社

オーテック

東京都江東区東陽

二丁目４番２号
563,100 － 563,100 9.87

計 － 563,100 － 563,100 9.87

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,764,081 4,015,604

受取手形及び売掛金 ※1
 5,297,729

※1
 4,030,727

営業未収入金 1,401,808 1,147,414

有価証券 20,576 20,585

商品 323,481 349,988

未成工事支出金 696,004 1,530,107

原材料及び貯蔵品 29,376 29,769

繰延税金資産 133,347 135,586

その他 93,108 125,971

貸倒引当金 △12,814 △12,126

流動資産合計 11,746,699 11,373,629

固定資産

有形固定資産 1,672,995 1,683,480

無形固定資産 38,533 84,619

投資その他の資産

投資有価証券 792,107 783,015

その他 1,130,852 906,680

貸倒引当金 △11,533 △11,263

投資その他の資産合計 1,911,426 1,678,432

固定資産合計 3,622,955 3,446,532

資産合計 15,369,654 14,820,162
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,656,490 4,013,305

短期借入金 1,135,000 1,260,000

未払法人税等 222,491 23,005

未成工事受入金 173,993 429,627

賞与引当金 210,394 236,820

役員賞与引当金 28,500 15,500

完成工事補償引当金 17,900 17,600

工事損失引当金 － 2,100

その他 234,093 211,238

流動負債合計 6,678,864 6,209,196

固定負債

繰延税金負債 74,085 72,246

再評価に係る繰延税金負債 150,987 150,987

役員退職慰労引当金 149,240 128,305

その他 35,869 93,536

固定負債合計 410,182 445,075

負債合計 7,089,047 6,654,271

純資産の部

株主資本

資本金 599,400 599,400

資本剰余金 525,000 525,000

利益剰余金 7,639,848 7,535,218

自己株式 △269,437 △269,437

株主資本合計 8,494,810 8,390,180

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 54,245 44,672

土地再評価差額金 △386,464 △386,464

その他の包括利益累計額合計 △332,218 △341,791

少数株主持分 118,016 117,501

純資産合計 8,280,607 8,165,890

負債純資産合計 15,369,654 14,820,162
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 ※2
 6,805,257

※2
 7,033,083

売上原価 5,713,930 5,844,103

売上総利益 1,091,326 1,188,979

販売費及び一般管理費 ※1
 1,161,598

※1
 1,224,127

営業損失（△） △70,271 △35,148

営業外収益

受取配当金 9,626 10,514

受取賃貸料 11,251 9,461

持分法による投資利益 3,020 3,141

その他 20,771 10,047

営業外収益合計 44,670 33,164

営業外費用

支払利息 8,899 9,489

その他 6,374 4,791

営業外費用合計 15,274 14,280

経常損失（△） △40,875 △16,264

特別利益

投資有価証券売却益 6,963 2,765

貸倒引当金戻入額 2,069 －

特別利益合計 9,032 2,765

特別損失

固定資産売却損 140 208

固定資産除却損 504 800

投資有価証券評価損 7,168 122

会員権評価損 1,150 1,150

特別損失合計 8,963 2,281

税金等調整前四半期純損失（△） △40,807 △15,780

法人税、住民税及び事業税 23,641 20,014

法人税等調整額 △11,055 1,370

法人税等合計 12,585 21,385

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △53,392 △37,165

少数株主利益 1,475 684

四半期純損失（△） △54,868 △37,850

EDINET提出書類

株式会社　オーテック(E00304)

四半期報告書

13/21



【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △53,392 △37,165

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △25,806 △8,852

持分法適用会社に対する持分相当額 2,485 △677

その他の包括利益合計 △23,321 △9,530

四半期包括利益 △76,713 △46,695

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △78,133 △47,423

少数株主に係る四半期包括利益 1,419 727
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △40,807 △15,780

減価償却費 45,612 51,467

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,069 △958

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,993 26,425

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △19,090 △13,000

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △2,770 △300

工事損失引当金の増減額（△は減少） 46,200 2,100

退職給付引当金の増減額（△は減少） △15,618 4,405

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △10,195 △20,935

受取利息及び受取配当金 △12,378 △12,396

支払利息 8,899 9,489

投資有価証券売却損益（△は益） △6,963 △2,765

持分法による投資損益（△は益） △3,020 △3,141

売上債権の増減額（△は増加） 1,859,641 1,521,594

たな卸資産の増減額（△は増加） △285,274 △860,818

仕入債務の増減額（△は減少） △591,842 △643,185

未成工事受入金の増減額（△は減少） △11,685 255,633

その他 △63,042 △71,819

小計 905,590 226,015

利息及び配当金の受取額 13,759 14,412

利息の支払額 △9,947 △9,952

法人税等の支払額 △297,471 △217,499

営業活動によるキャッシュ・フロー 611,930 12,975

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △246,375 △238,778

定期預金の払戻による収入 439,025 430,775

投資有価証券の取得による支出 △10,294 △210,936

投資有価証券の売却による収入 10,800 208,590

その他投資等の売却による収入 23,521 35,401

その他 △73,212 △26,968

投資活動によるキャッシュ・フロー 143,464 198,084

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 525,000 475,000

短期借入金の返済による支出 △415,000 △350,000

配当金の支払額 △73,813 △66,732

その他 △12,896 △20,699

財務活動によるキャッシュ・フロー 23,290 37,568

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 778,684 248,628

現金及び現金同等物の期首残高 3,077,807 3,054,172

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,856,491

※1
 3,302,801
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

（退職給付引当金）

　当社及び子会社は、確定給付型の制度として、適格退職年金制度、退職一時金制度及び中小企業退職金共済制度を設けて

おりましたが、このうち適格退職年金制度を平成23年４月１日付で確定給付企業年金制度へ移行し、「退職給付制度間の

移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用しております。

　これによる、損益への影響は軽微であります。　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

※１　受取手形裏書譲渡高 118,781千円 ※１　受取手形裏書譲渡高 97,271千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

従業員給与 428,641千円

賞与引当金繰入額 78,755　

役員賞与引当金繰入額 13,500　

退職給付費用 15,455 

役員退職慰労引当金繰入額 9,365　

従業員給与 435,877千円

賞与引当金繰入額 89,716　

役員賞与引当金繰入額 15,500　

退職給付費用 18,264 

役員退職慰労引当金繰入額 11,765　

※２　当社グループの売上高は、通常の営業形態として、第

２四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間に

完成する工事の割合が大きく、各四半期連結会計期間

の業績には季節的変動があります。

※２　　　　　　　　　同左
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸　

　借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

（千円）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸　

　借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年９月30日現在）

（千円）

現金及び預金勘定 4,561,308

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △725,375

マネー・マネージメント・ファンド 20,558

現金及び現金同等物 3,856,491

現金及び預金勘定 4,015,604

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △733,378

マネー・マネージメント・ファンド 20,575

現金及び現金同等物 3,302,801

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当金支払額　

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 　配当の原資

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 73,953 13平成22年３月31日平成22年６月28日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当金支払額　

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 　配当の原資

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 66,779 13平成23年３月31日平成23年６月27日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

管工機材
販売事業

工事事業
環境機器
販売事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 3,180,5893,372,393252,2736,805,257 － 6,805,257
セグメント間の内部
売上高又は振替高

926 － － 926 △926 －

計 3,181,5153,372,393252,2736,806,183△9266,805,257

セグメント損益 △104,75099,17817,04811,477△81,748△70,271

（注）１．セグメント損益の調整額△81,748千円には、セグメント間取引消去△926千円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△80,822千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメ

ントに帰属しない一般管理費であります。

　２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

管工機材
販売事業

工事事業
環境機器
販売事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 3,838,8102,998,286195,9867,033,083 － 7,033,083
セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,694 － － 1,694△1,694 －

計 3,840,5042,998,286195,9867,034,777△1,6947,033,083

セグメント損益 △55,691124,295△960 67,644△102,792△35,148

（注）１．セグメント損益の調整額△102,792千円には、セグメント間取引消去△1,694千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△101,097千円が含まれております。全社費用は、主に報告セ

グメントに帰属しない一般管理費であります。

　２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 9円68銭 7円39銭

（算定上の基礎）     

四半期純損失金額（千円） △54,868 △37,850

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） △54,868 △37,850

普通株式の期中平均株式数（株） 5,670,524 5,119,336

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社　オーテック(E00304)

四半期報告書

20/21



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月11日

株式会社オーテック

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柳井　浩一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大黒　英史　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オーテック

の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーテック及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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